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                    宍戸 潤一所長 
 
 
 
 
 

４月１日に所長として着任しました宍戸潤一です。県北地方は、東西に豊かな森林が広がり、ももや日本

なしなどの果物をはじめ、きゅうりやいちご、小菊やトルコギキョウなど、園芸品目は県内農業産出額の４割

以上のシェアを誇るほか、畜産物、米、きのこなど、おいしい農林産物の生産が盛んな地域です。 

県北農林事務所での勤務は３０年振りですが、地元（福島市出身）である県北地方の「くだもの・きゅうり・

花き王国の飛躍と農林業の持続的な発展」に向けて、農林事務所・農業普及所が一丸となって挑戦を続け

てまいります。 

地域ごとに変化に富んだ、豊かな気候風土。 

おいしさはもちろん、安心・安全への取り組みへの 

生産者たちの、日々たゆまぬ努力。 

たくさんの手間と、たっぷりの愛情をうけて育つ、食材たち。 

そのひとつひとつに、生産者の誇りが詰まっています。 

ふくしまプライド。 

 ふくしま農林業の復興・創生は未だ道半ばでありますが、生産者の誇りを『ふくしまプライド。』に込めて、お

いしさや「福島ならでは」の魅力を発信してまいります。 

県北農林事務所職員１３０名は、農林業に携わる多くの方々との「絆」を大切に、様々な支援等に対する

『感謝』の思いを力に変えて尽力してまいりますので、皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

けんぽく農林ニュース 
～「くだもの・きゅうり・花き王国の飛躍と農林業の持続的な発展」～ 

  

 

  
 

 

県北農林事務所 所長挨拶【新任】 

県北農林事務所長と各部（所）長、新規採用職員を紹介します。 
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新井 里美次長兼総務部長 

当たり前に県北産・福島県産の美味しい農産物を手に取れるの

は、生産する農家の皆さんや生産･流通を支える方々が居てくだ

さるからこそ。 

美味しい農産物を笑顔で食べることができるよう、令和６年度

が皆様にとっても動植物にとっても過ごし易く、暮らし易い、災

害のない一年であることを願っております。 

 

 

 

 

 

企画部 緑川 弥寿彦部長【新任】 

 

 

 

 

 

 

 

 

南会津農林事務所から異動してまいりました緑川です。企画

部では、農振法・農地法、団体指導・検査、農林産物 PRや地域

産業 6 次化などを所管しています。また、公式インスタグラム

などで地域の取組を積極的に情報発信します。専門は野菜です

が、ももをはじめ県北の果物も楽しみにしています。「福島県農

林水産業振興計画」に基づいて、皆様と一緒に農林業の振興・農

村の活性化を進めてまいりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 
 

農業振興普及部 家久来 智部長【新任】 

春の人事異動で矢吹町の農業短期大学校からまいりました 家久来

智（かくらいさとし）と申します。前任地では、主に農業担い手育成に取

り組んでいました。昨年、県内の新規就農者数は 367 人、県北地方は 

2 年連続で県内で最も多い 96 人となりましたが、その中に農短大の卒

業生も多く含まれているかと思うとうれしい限りです。また、モモやキュ

ウリの販売金額が過去最高を記録し、さらに、福島県オリジナル品種

の「福､笑い」やイチゴ「ゆうやけベリー」の面積が着実に増加するなど、

県北地域の農業の力強さを感じております。 

“もうかる農業”の実現に向け職員一丸となって取り組んでまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

農村整備部 岩沢 利明部長【新任】 

 

 

 

 

 

 

 

今回の人事異動により県中農林事務所からまいりました、岩

沢利明と申します。県北農林は初めての勤務になりますので、

現場に多く足を運びたいと思っております。 

管内には、農業用の山ノ入ダム等４ダム、202 箇所の防災重

点農業用ため池があります。近年の極端な降雨や多発する地震

から地域の安全を確保するため、計画的に防災工事を進めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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森林林業部 國分 真悟部長【新任】 

この４月に森林林業部長として着任いたしました國分真悟と

申します。県北地方は２回目で８年ぶりの勤務となります。前

回の勤務は森林土木事業を担当しており、平成 27 年の大雨災

害に対応したほか、現在の北庁舎への引っ越し作業を行ったこ

とが思い出されます。森林林業部では森林資源の再生と適正な

管理、林業・木材産業の振興、県土の保全を行って参りますの

でどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

伊達農業普及所 渡邊 敏弘所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のもも「あかつき」の満開日（桑折町）は、４月１０

日で、平年より１週間ほど早まりました。収穫開始は、「１

００日ルール」に当てはめると７月１９日頃と見込まれま

す。昨年は糖度、肉質とも最高の出来で、消費者の皆様にお

届けできました。管内には他にも１億円以上の販売額がある

品目が１０種類あります。伊達農業普及所は、ＪＡや市町と

連携して、担い手の育成・定着や産地力の強化に１５名の職

員が力を併せて取り組んでまいります。 
 

安達農業普及所 酒井 隆所長 

令和 5 年度から所長に就任し、二年目となります。農業・農村

を取り巻く環境が目まぐるしく変化する中、農業・農村の発展と農

家経営の安定を図るためには、生産者の皆様からの御意見、御要望

を傾聴し、関係機関、団体と密接に連携しながら各種施策・事業等

を展開していくことが重要と考えています。引き続き、当地域の諸

課題の解決に向け、職員一丸となって普及活動に取り組んでまい

りますので、御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

  

新規採用職員紹介 

       

 

 

 

 

 

配属先： 農村整備部 伊達農業普及所 安達農業普及所 

名前： 矢吹
や ぶ き

 優子
ゆ う こ

 安齋
あんざい

 克樹
か つ き

 田尻
た じ り

 優生
ゆ い

 

担当業務： 
新規地区の調査 

団体営補助金事務 

作物の普及指導 

青年農業者組織担当 

畜産の普及指導 

青年農業者の育成 
 

 
 


